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平成 29 年 7 月 13 日  

各 位 

 

 

 

 

 

 

当社子会社における主要取引先との契約終了に関するお知らせ  
 

当社及び当社の連結子会社である株式会社スキャンデックス（以下、当子会社という。）

は、平成 29 年 7 月 13 日開催の取締役会において、当子会社とその主要取引先であるフィ

スカース社（フィンランド）との間の商品供給契約について、平成 29 年 12 月 31 日を以

って終了することを決議しましたので、下記のとおりお知らせいたします。  

 

記  

 

１ . 契約終了に至った経緯 

当子会社は、北欧関連リビング商品（「 iittala（イッタラ）」ブランド等の商品）の輸

入商品販売業を営んでおりますが、このたび「 iittala（イッタラ）」ブランド等の商品

供給元であるフィスカース社が、年内に日本において自ら日本法人を設立し、当該ブ

ランド等の商品を独自に販売・展開する方針を決定いたしました。  

それに伴い、平成 29 年 12 月 31 日を以って、当子会社とフィスカース社との間の

商品供給契約を終了するとの決定に至ったものです。  

 

２．当子会社の概要  

   

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会社名 株　式　会　社 松 　  　屋

代表者 代表取締役社長執行役員 秋田　正紀

　　　 （コード番号　8237　東証第一部）

問合せ先 総務部コーポレートコミュニケーション課

課長 関　　泰程

（TEL. 代表03－3567－1211）

(1) 名称 株式会社スキャンデックス

(2) 所在地 東京都中央区築地4丁目4番12号

(3) 代表者の役職・氏名 代表取締役社長執行役員　古屋毅彦

(4) 事業内容 輸入商品販売業

(5) 設立年月日 平成2年7月2日

(6) 資本金 80百万円

(7) 純資産 374百万円

(8) 総資産 1,259百万円

(9) 大株主及び持株比率 株式会社松屋96.8％

(10) 決算期 12月31日

(11) 直営店舗数 22店舗

※当子会社の概要は平成29年5月31日現在のものです。
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３．フィスカース社の概要  

   

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．契約終了の日程 

  平成 29 年 17 月 13 日  当社及び当社子会社の取締役会決議日  

  平成 29 年 12 月 31 日  契約終了日 

    

５．今後の見通し 

   現在、当子会社とフィスカース社との間で、直営 22 店舗の取扱い及び今後の取引につ

いて継続協議をしており、上記契約終了の決定が当社業績に与える影響につきましては精

査中です。今後公表すべき事実が生じた場合には、上場証券取引所の適時開示規定に基づ

き、速やかに公表いたします。  

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 名称

(2) 所在地

(3) 代表者の役職・氏名

※イッタラ・ロイヤルコペンハーゲン・ウエッジウッド等のブランドを保有

(5) 創業

※※1ユーロ=130円で換算

資本関係 該当事項はありません

人的関係 該当事項はありません

当該子会社への「iittala（イッタラ）」ブランド等の

商品供給

関連当事者への

該当事項

1649年

7,751万ユーロ（約100億円）

当該子会社との関係(7)

該当事項はありません

取引関係

資本金(6)

事業内容

Fiskars Corporation

Hämeentie 135 A, FI-00561 Helsinki, Finland

Teemu Kangas-Kärki, President and CEO

テーブルウエア（※）・園芸用品の製造・販売
(4)

(12）最近3事業年度の業績

平成29年度

第1四半期

売上高(A) 2,012百万円 2,002百万円 575百万円

営業利益（△は損失） △89百万円 △147百万円 44百万円

経常利益（△は損失） △94百万円 △161百万円 42百万円

当期純利益（△は損失） △110百万円 △171百万円 42百万円

フィスカース社供給商品売上高(B) 1,898百万円 1,855百万円 524百万円

売上高に占める割合(B/A) 94.3% 92.6% 91.1%

平成27年度 平成28年度

（参考）当社連結業績予想（平成29年7月13日公表分）および前期連結実績 （単位：百万円）

（注)包括利益　29年2月期　　1,123百万円

経常利益
親会社株主に

帰属する当期純利益

　当期連結業績予想

売上高 営業利益

500 400

通期 87,000 1,700 1,600 1,000

第2四半期（累計） 42,000 600

1,268 77329年2月期 86,337 1,240

　前期連結実績

以 上 


